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会期　8月28日～9月22日

条　例

議案等を審議しました

令和５年９月定例会（第３回定例会）

新

規

条

例

議案第69号 入間市一般職の任期付職員の採用等に関する条例

議案第70号 入間市職員の自己啓発等休業に関する条例

議案第71号

入間市自転車活用まちづくり条例
　近年の通勤・配達目的での自転車利用ニーズの高まりを受けて、入間市に
おいても地域資源と自転車の有用性を活かしながら、自転車を取り巻く課題
の解決に取り組む必要があります。そのため、自転車を活用したまちづくり
について、基本理念を定め、市及び自転車利用者の責務や市民等の役割を明
らかにし、自転車を活用した健康的で魅力あるまちづくりを推進するために、
必要な事項を定める条例です。

一
部
改
正
条
例

議案第72号
入間市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
及び入間市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第73号 入間市立保育所設置及び管理条例の一部を改正する条例

新

規

条

例

議案第74号

入間市スポーツ振興まちづくり条例
　多様なスポーツ関連活動を「する」「観る」「応援する」「支える」と位置づけ、
新種目やスポーツ文化を応援・支援することで、スポーツ振興とスポーツを
介した産業の発展並びにまちの特色化及び魅力化を図り、全ての市民が健康
で活気あふれるスポーツによるまちづくりを目指す条例です。スポーツ協会
及びその加盟団体との連携に加え、新たなスポーツ活動の広がりも含むスポー
ツ環境の整備、必要な措置を講じます。

議案第75号 入間市立学校設置条例の一部を改正する条例

条例… ………………………………………… ７件
一般議案……………………………………… ９件
補正予算……………………………………… ６件
令和４年度決算認定および関連議案……… 10件
議員提出議案………………………………… 2件
発議… …………………………………………… 2件

※色の付いた議案は賛否が分かれた議案です。
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■賛否が分かれた議案等 表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員、欠は欠席の議員、退は退席の議員

議案等
番号

議案等の件名

自由民主党入間市議団 公明党
入間市議団

日本共産党
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市
長
提
出
議
案

71 入間市自転車活用まちづくり条例 ○ ○議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 18 1 原案

可決

73 入間市立保育所設置及び管理条例
の一部を改正する条例 ○ ○議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 16 3 原案
可決

74 入間市スポーツ振興まちづくり条例 ○ ○議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 18 1 原案

可決

75 入間市立学校設置条例の一部を改
正する条例 ○ ○議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 15 4 原案
可決

84 財産の無償譲渡について ○ ○議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 16 3 原案

可決

発議 1 野口哲次議員に対する懲罰動議 ○ ○議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 退 ○ ○ 15 3 決定

議員
提出
議案

3 陳謝の懲罰に応じなかった野口哲
次議員に対する問責決議について ○ ○議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 退 ○ ○ 15 3 原案
可決

4 杉島理一郎市長に対し反省を求め
る決議について × ×議

長 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × 4 15 否決

第３回定例会　議決結果

■全会一致の議案等
議案等番号 議 案 等 の 件 名

市

長

提

出

議

案

69 入間市一般職の任期付職員の採用等に関する条例

70 入間市職員の自己啓発等休業に関する条例

72 入間市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び入間市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

76 市道路線の認定について（市道Ｂ７２３号線）

77 市道路線の廃止について（市道Ｃ２９７号線）

78 市道路線の認定について（市道Ｃ２９７号線）

79 市道路線の廃止について（市道Ｃ１００１号線ほか２路線）

80 市道路線の認定について（市道Ｃ１００１号線ほか２路線）

81 市道路線の認定について（市道Ｆ８４２号線）

82 武道館・弓道場改修工事請負契約の締結について

83 財産の取得について

85 令和５年度入間市一般会計補正予算（第４号）

86 令和５年度入間市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

87 令和５年度入間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

88 令和５年度入間市介護保険特別会計補正予算（第１号）

89 令和５年度入間都市計画事業入間市駅北口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

90 令和５年度入間都市計画事業扇台土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
発議 2 野口哲次議員に対する懲罰動議

■令和４年度決算認定および関連議案は、閉会中の継続審査として、９人の委員をもって構成する
決算特別委員会を設置し、同委員会に付託されました。
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問責決議内容
　市議会議員は地方自治法に基づい

た議事機関の一員として法令等を遵

守し、市民の代表者として恥じない

倫理観と責任感を持って職務を遂行

することが求められている。

　しかし、野口哲次議員は6月19日

の一般質問における事実誤認の発言、

また第三者に誤解を生じさせる発言、

無礼の言葉や振る舞いを繰り返した

ことから懲罰動議が提出された。

　さらに、本日8月28日の本会議に

おいて、陳謝の懲罰の宣告が行われ

たにもかかわらず、これに応じず、

再度、提出された懲罰動議に基づく

陳謝の懲罰の宣告についても応じな

かった。

　懲罰の宣告は議決に基づいて命じ

られたものであり、これに従わない

ことは明らかに地方自治法に違反し

ているものである。

　また、7月13日の懲罰特別委員会

で、野口議員は一身上の弁明におい

て「一般質問後に議長より電話があ

り文書を送ってくれと言ったが」と

発言した。しかし、電話の様子は他

の議員も聞いており、野口議員がそ

のような発言をしていないことを確

認している。つまり、事実と全く異

なる偽証の発言を特別委員会という

公の場で野口議員は行ったのである。

　これらの行動からも、野口議員は

議会の構成員たる議員でありながら

法令等を無視し、入間市議会の品格

を傷つけ、市民の信頼を失墜させた

ことは明白である。加えて、一般質

問における数々の品位に欠けた振る

舞い、特別委員会においての偽証の

発言など、市議会議員としての倫理

観、資質を欠いたものと言わざるを

得ない。

　よって、入間市議会は、野口哲次

議員に対しこれらの行動について猛

省を求めると共に、市議会議員とし

ての責任を問うものである。

　以上、決議する。

令和５年８月２８日
入間市議会

〈6月定例会〉
野口議員の一般質問
◆議会運営委員会の開催
　野口議員の一般質問における不穏当な発言について審議
　　➡野口議員の発言に事実誤認があったことを賛成多数で認定。

・議長から、上記協議結果を野口議員に電話で連絡。事実誤認の発言の訂正、謝罪等を
議場で行ってはどうかと勧奨したが、拒否。また、執行部から提出された事実誤認の
発言を示す資料について提示する旨、議長が数回にわたり伝えたが、拒否。

・議長の指示により、上記経緯と内容を議会事務局職員から各会派代表者に伝達。
◆発議者が書面にて、議長に懲罰動議を提出。
（閉会日）発議第1号として懲罰動議を上程し、懲罰特別委員会を設置。
懲罰特別委員会での継続審査とすることで決定。

〈懲罰特別委員会による継続審査〉
懲罰特別委員会の開催

・懲罰を科すべきか・科すべきでないかを審議➡「科すべき」と決定。
・懲罰の内容(戒告、陳謝、出席停止、除名)を審議➡議場での「陳謝」と決定。

懲罰特別委員会の開催
・陳謝文案を審議➡「陳謝文」を決定。

《本定例会　開会日》

・懲罰特別委員会委員長報告　7/13、7/31の委員会決定内容について報告。
・討論

野口議員に対する懲罰動議から問責決議への経緯

6/21

6/19

6/27

7/13

7/31

8/28

発議第１号　野口哲次議員に対する懲罰動議
⎛6/19の一般質問における⎞
⎝ 発言等に対する懲罰動議 ⎠

　一般質問では、議会の議員が、地方公共団体の一般
事務について、所見を求め、疑義を質すこと、あるい
は政策を提言することができ、議員は、質問の権利を
有するものと解釈されている。地方自治法第１３３条に
は、議長は注意、発言の撤回や議事録の取り消しを質
問者に求めることができるとしている。また、地方自
治法第１０４条には大幅に質問内容と答弁が食い違う場
合には、議長は議事整理権を駆使して、議論がかみ合
うように促すことができるとしている。野口議員への

懲罰については「地方自治法第１３２条並びに会議規則
に違反する」としているが、具体的説明がない。今後、
このような事案での懲罰動議が乱発されることになれ
ば、議会制民主主義を揺るがす大きな問題になりかね
ない。議長が発言の撤回や議事録の取り消しを質問者
に求める等の対応を図れば済むものであり、懲罰に値
するほどのものではない。よって、野口議員に懲罰を
課し陳謝文の朗読を求める必要はないと捉え、本案に
反対である。

日本共産党入間市議団

　⒈ 本会議における事実誤認、第三者に誤解を招く発
言：⑴「地域新電力とは随意契約になると思う。もう決
まっている」と発言。事実は、当該時点で事業者未定。
⑵「最近プロポーザルといっても実態は随意契約とい
うのが2、3件見受けられる」と発言。事実は、プロポ
ーザル方式を経た契約は全て随意契約で、複数者の提
案を前提に一定水準以上で最優秀提案者を選定する方
式。⑶地区センター４分館の廃止関連コスト算出の施
設カルテの掲載内容に「人件費しか書いていない。委

託料は入っていない」と発言。事実は、各年度の委託料、
人件費、光熱水費、修繕費等の収入・支出が明記。他、
事実誤認発言３件。⑷市長に対し事実誤認により無礼
な発言「嘘ばっかり。あなたは説明する気は全くない」
　⒉ 懲罰特別委員会の弁明の場で「議長よりの電話に
事実誤認の文書を送ってくれと言ったがもらえない」
と偽証発言。事実は、議長が資料確認の申し出を行っ
たが野口議員が拒否した。以上の理由により陳謝の懲
罰に賛成とする。

自由民主党入間市議団

　・採決の結果、陳謝の懲罰を科することに議決。
　■議長より懲罰の宣告、陳謝文の朗読を命ずる。➡野口議員、陳謝を拒否。

　
　・懲罰特別委員会の設置
　・懲罰特別委員会の開催➡懲罰を「科すべき」と決定。懲罰内容は「陳謝」と決定。
　・懲罰特別委員会委員長報告　上記委員会決定内容について報告。
　・採決の結果、陳謝の懲罰を科することに議決。

　■議長より懲罰の宣告、陳謝文の朗読を命ずる。➡野口議員、陳謝を拒否。　

　　
　・討論（反対：日本共産党入間市議団、賛成：自由民主党入間市議団）

　　　➡採決の結果、賛成多数により原案可決。
　　　※問責決議内容は、右記のとおり。

⎛議決に従わないことに⎞
⎝　  対する懲罰動議 　⎠発議第２号　野口哲次議員に対する懲罰動議

議員提出議案第３号　陳謝の懲罰に応じなかった野口哲次議員に対する問責決議について
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討

論
　入間市公共施設マネジメント事業計画に基づく学校統廃合に
伴い、西武中学校及び野田中学校を廃止し、西武中学校を新設
するため、「入間市立学校設置条例」の一部を改正するものです。

入間市立学校設置条例の一部を改正する条例
議案第75号討論

クローズアップ

入間市マスコットキャラクター
いるティー

　本議案は西武中学校及び野田中学校の統廃合を前
提としたもの。登下校の安全の見通しが立たないま
ま計画が進められている。
　少人数教育は世界の趨勢である。WHOの学校規
模についての結論は、学校は小さくなくてはならな

いということと、生徒100人を上回らない規模とい
うこと。それらを無視していることが、不登校やい
じめの増加にもつながっているのではないか。統廃
合は止め、生徒たちの命・学びを守るべきである。
よって本条例に反対。

日本共産党入間市議団

　西武地区の中学校統合については、学校統合地区
検討会議が開催され、野田中学校を活用して統合し、
西武中学校の建替え後に移転する方法が適当であ
る、との報告が行われ、市は令和３年10月に統合方
針を決定したと認識。令和４年度からは学校統合委

員会（西武地区中学校）が開催され、統合後の名称
は西武中学校とするとの提言が、他の協議事項に先
行して教育委員会へ提出された。今回の改正は、こ
うした地域での協議の結果を反映し、計画的に学校
統廃合を推進しているものと理解し、賛成。

自由民主党入間市議団

　計画では、令和７年度に野田中学校に一時移転し
て統合、８年度から10年度に西武中学校を建て替え、
11年度に新校舎供用開始とのことである。４年間も
野田中学校を使用する。
　野田中学校校舎の長寿命化は新校舎建設よりコス

トがかからない。野田中学校は、教育環境として良
好である。避難所としても、規模、位置、経路から
残して欲しい施設である。そのまま野田中学校を使
用することが入間市にとって良い。よって、西武中
学校を新設するための条例に反対。

市民フォーラム

　入間市公共施設マネジメント事業計画の第一期に
位置付けられた西武中学校と野田中学校の統廃合の
背景には、学校の老朽化のほかに、生徒の減少によ
り教職員の配置人数や部活動の制限など生徒に不利
益が生じることが要因。１０回にわたる学校統合地区

検討会議を開催し、一定の理解を得たと認識。最も
重要な通学時の安全対策として、模擬通学テストの
実施による問題点の洗い出し、鉄道やバスなど公共
交通の利用を認めるなど、あらゆる手段を視野に、
生徒の通学時の安全対策を図るよう要望し賛成。

公明党入間市議団

　本議案は、入間市公共施設マネジメント事業計画に
基づく学校統廃合に関する条例改正と理解している。
　この事業は、議会をはじめ、全員協議会、そして
現在も特別委員会で議論を重ねている事業である。
今回の条例改正は、西武中学校及び野田中学校を廃

止し、新たに西武中学校を新設するもの。この内容
については、学校統合地区検討会議の結果と聞き及
んでいる。公共施設マネジメント事業は入間市の未
来を見据えた事業であり、また、市全体を網羅する
内容である。よって賛成。

入間自民クラブ
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長谷川　渉　議員

特別教室・給食調理室
のエアコン設置他

質　問　近年、猛暑日が続いているため子
どもや学校の先生及び給食調理員の暑さ対
策が必要。小中学校の特別教室並びに小学
校の給食調理室へのエアコン設置の考えは。
市　長　特別教室は、使用頻度の高いとこ
ろから教育委員会と連携し進め、給食調理
室は、学校によって大規模な改修工事の可
能性があるが、来年の夏までにエアコン設
置を目指す。
質　問　公共施設内の「ナラ枯れ」が目立つ
が博物館及び公園の対応についての考えは。
教 育 部 長　敷地内の「ナラ枯れ」は１０本
で館庭通路に近い２本を９月に伐採する。
都 市 整 備 部 長　公園内の対応は職員によ
る小まめな見回りを行ない順次伐採する。
質　問　７月から道交法が改正され、運転

免許不要の電動キックボードの交通対策は。
市 民 生 活 部 長　広報いるま７月号や市公
式ホームページで新たな交通ルールを周知
した。入間市の特定小型原動機付自転車の
登録は現在３台で今後、登録が増えた場合
警察と連携し講習会や啓発活動を検討する。
質　問　農地取得要件の経営面積５０アール
以上が削除になり、農業政策の発展性は。
環 境 経 済 部 長　農地法の改正により、新
規参入や農
業と他の仕
事を組み合
わせた「半
農半 X」の
多様化農業
者が増え、
担い手不足
や遊休農地
の解消・発
生防止等が
期待できる。

質　問　いじめ防止対策推進法から10年。
現状と対策・重大事態認定のプロセスは。
教 育 長　教員の積極的認知により、件数
が増加。解消率は94％。予防と初期対応に
努め、重大事態は発生していない。重大事
態が発生した場合は、学校から市教委に速
やかに報告され、第三者による調査を実施。
質　問　タブレット端末を利用する等、様
々な相談体制の構築が必要では。
教 育 長　９月から、県の「いじめ通報窓
口」をタブレット端末にインストールする。
質　問　こども家庭庁はいじめを政府全体
の問題とし、学校外からアプローチする実
証事業を開始。保護者の信頼確保のために
も市長部局に第三者機関を設置すべきでは。
市　長　こども支援部を中心にいじめも含

「埼玉県いじめ通報窓口」のQRコード

めて、相談体制を実施。第三者機関の設置
は、より効果的な手法を研究していく。
質　問　改正空き家対策特別措置法は「特
定空き家」の前段階に「管理不全空き家」
を認定。指導勧告を行い、勧告されれば、
「住宅用地特例」が解除され、土地の固定
資産税が６倍となる。現状と今後の対応は。
都 市 整 備 部 長　苦情等がある空き家は
188件。そのうち86件に管理依頼を行い、
14件が対応。今後、国からの指針に基づき
「管理不全空き家」への対応を図る。

埼玉県いじめ通報窓口　	
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質

問

永澤　美恵子　議員

いじめ根絶・「管理不
全空き家」対策

特別教室のエアコン

金子台の茶畑
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質　問　猛暑でエアコン未設置の特別教室
は、児童生徒が授業に集中できないのでは。
教 育 長　水分補給等をしながら授業を受
けているが、集中できない場合もある。
質　問　エアコン未設置の特別教室等への
設置計画はあるか。
市　長　市議団から要望書も提出されてい
る。来年度に向け早期設置を実現したい。
質　問　給食調理室・調理員控室のエアコ
ン設置と更新計画について見解を問う。
市　長　早急に設置を実施したい。
質　問　国・県の補助金を活用して、屋内
運動場のエアコン設置を進めるべきでは。
市　長　補助金活用も含め方法を検討する。
質　問　光熱費節約には、断熱対策も重要。
モデル校を選定して、効果測定を行っては。

質　問　スマートメーターは、従来の２か
月おきの検針員による計測ではなく、使用
水量の情報が無線で自動収集される量水器
のため、漏水状況が瞬時に把握できるほか、
独居高齢者の見守りや経費削減の効果など、
多岐に渡るメリットがあり全国的にもスマ
ートメーター設置自治体が増加。平成29年
に一般質問してからの検討状況と総括は。
上 下 水 道 部 長　各種研修会に参加し、昨
年業者から見積りを聴取。試験的に５か所
設置。さらに情報収集に努める。
質　問　高齢化の進展に伴い、大人用紙お
むつの需要も急増。環境省では本年８月
に、「使用済み紙おむつのリサイクルに取
り組む自治体の数を2030年度までに現行の
約３倍の100市区町村に増やす目標」を発表。

一 般 質 問

危険な横断歩道に設置が期待される
横断者注意喚起灯（積水樹脂HPより）

※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

入間市でも近隣市と共同で取り組むべき。
市　長　ダイヤ５市で連携していく。
質　問　東藤沢地区内を流れる林川の洪水
対策が進まないため、住民に不安の声多数。
①藤沢東小南側の道路冠水対策を②東藤沢
地区の下山団地先の県道下の暗渠拡幅を。
都 市 整 備 部 長　①効果を検証する。
上 下 水 道 部 長　②不老川の河川改修後。
質　問　死亡事故の発生した藤沢地区内の
横断歩道に、横断者注意喚起灯の設置を。
市 民 生 活 部 長　県警に要請する。

市　長　他市の事例等も研究して進める。
質　問　APOCの協力を得て、市民の持
つドライブレコーダーを、「動く防犯カメ
ラ」として協力を求めては。
市 民 生 活 部 長　APOCや防犯推進員の
講習会等で協力をお願いすることは可能。
質　問　音声コードを、公的通知に貼付す
れば、タイムリーで正確に情報を届けるこ
とができる。視覚障碍者支援に有効では。
企 画 部 長　先進自治体の取り組みを研究
し、検討を始めたい。

金澤　秀信　議員

紙おむつのリサイクル
推進を

末次　正　議員

小中学校の特別教室等
へのエアコン設置を

早期のエアコン設置が求められる給食調理室
【写真は金子小学校の給食調理室】
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質　問　日本では2025年に65歳以上の５人
に１人が認知症になるといわれている。6
月14日には認知症基本法が成立したが、認
知症でも暮らしやすい街の施策を強化すべ
き。①第10次高齢者保健福祉計画にこの基
本法を踏まえた認知症施策の検討を。②認
知症の初期対応は。③「物忘れ検診」の実
施を。④独居の認知症の方への支援は。⑤
「希望をかなえるヘルプカード」の普及を。
福 祉 部 長　①十分に精査し次期計画に反
映。②地域支援推進委員と認知症初期集中
支援チームと連携し実施。③フォローアッ
プ体制がとれないことから実施は難しい。
④今ある団体と連携しながら効果的に実施。
⑤ニーズに合わせて検討していく。
質　問　誰もが投票しやすい体制について

①現行の圧着式投票入場券から所沢市のよ
うな封書形式へ。②支援が必要な方向けに

「投票支援カード」の導入を。③投票所改
編など高齢社会に対応した環境の再検討を。
選挙管理委員会委員長　①今後研究する。
②活用を検討。③近い将来、投票区再編も
必要。投票機会を損なわぬよう検討する。
質　問　近年増えている紙おむつや飲料を
購入でき、売上金の一部を寄付できる「子
育て応援自販機」の導入を検討できないか。
こども支援部長　先例を参考に研究する。

質　問　令和３年埼玉県へエントリー「入
間市版スーパーシティ構想」、令和４年内
閣府の「SDGs未来都市」の認定、令和５年
経産省の「いるまDX推進ラボ」に選定。応
募の背景と相互の関連性、進捗状況は。
企 画 部 長　市長の施政方針のもと、新た
に取組んでいた事業が、国・県が募集する
事業に合致し、早期応募へと繋がり採択さ
れた。３つの取組は関連しているが、共に
持続可能なまちづくりを目指している。進
捗状況は概ね計画通り進められている。
質　問　本市スーパーシティ構想と関連す
る取組をどう推進し、循環経済を目指すか。
市　長　市長公約等により進めてきた取組
が、国・県が推進する事業への早期参画に
繋がった。また、関連する取組は国・県か

ら手厚い支
援が受けら
れ、より効
果的な事業
展開となり、
本市にとっ
ても大変有
意義である。
国・県の認定
や取組への参
画は、官民連
携の輪を広げ
る大変重要な
役割を果たし
ている。SDGs未来都市と地域DX推進ラボの
選定は、多くの自治体の中から民間企業等
がパートナーを選ぶ際に、パーパスの果た
す効果も加え優位性がある。市民の皆様に
も問題意識を持っていただき、地域での経
済活性化に貢献いただくことで、入間市に
お金を払いたくなる循環経済を目指す。

「入間市版スーパーシティ構想」

EVステーション

市庁舎市民ホールにチームオレンジが実施した
世界アルツハイマー月間の展示

双木　小百合　議員

スーパーシティ構想と
SDGs・DX推進ラボ

認知症施策・投票施策
・子育て応援自販機

向口　文恵　議員
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地区センター整備
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質　問　都市計画道路「小谷田中神線」の
国道16号との接続道路の整備の実現性は。
都 市 整 備 部 長　重要課題として認識して
いるが、具体的な整備計画はない。
質　問　「茶どころ通り」と「富士見通り」
を繋ぐ構想路線が残された経緯は。
都 市 整 備 部 長　マスタープランの改定に
あたり、地域別意見交換会や都市計画審議
会などにおいて協議した結果、構想路線と
して位置付けられた。
質　問　「茶どころ通り」を新産業団地の
アクセス道路と位置付けての整備は。
市　長　新産業団地と市中心部や狭山台工
業団地の間でも一定の往来が発生すること
も想定され、都市計画道路の区間も含めた
「茶どころ通り」の整備のあり方や内容に

質　問　ヤングケアラー支援の現状は。
こども支援部長　現在９世帯がヤングケア
ラーと判断し６世帯に支援を行っている。
質　問　支援の今後の展望は。
こども支援部長　デリケートな問題であ
り、支援が必要であっても表面化しにくく、
問題を抱えている世帯などが潜在化してい
る。学校や地域、関係機関との連携を強化
し、市民に向けたリーフレットを用いなが
らヤングケアラーの理解の促進に努める。
質　問　子育て世帯の支援について。
こども支援部長　ファミリー・サポート・セ
ンター事業、緊急サポートセンター事業な
どで、急な支援が必要になった時に困るこ
となく利用してもらえるよう周知する。
質　問　少子化対策に向けた取り組みは。

一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

企 画 部 長　若者や子育て世帯に定住地と
してもらえるよう「元気な子どもが育つま
ち」をテーマに掲げ、取り組んでいる。
質　問　こども応援サポーター宣言をすべ
きでは。
市　長　「元気な子どもが育つまち」を目
標に各種事業を展開し、様々な「こどもま
んなかアクション」に取り組み、「こども
応援サポーター」となる条件を満たしてお
り、「こども応援サポーター」に参加する
ことを決意した。

ついて判断し
ていく。
質　問　現在
の国、県、他
の自治体との
人事交流の状
況は。
総 務 部 長　
国、県と相互
派遣を行って
おり、市から
の派遣は、国
へ２名、県へ
１名、受け入
れは、それぞ
れ１名の状況である。
質　問　ダイアプラン等他の自治体との職
員交流の状況は。
総 務 部 長　様々な分野で職員交流を進め
ているが、特に職員研修の分野で、政策形
成研修、連携研修等を実施している。

吉田　賢一　議員

こどもまんなか応援サ
ポーターについて

大野　勉　議員

都市整備・人事交流

こども家庭庁HPより

都市計画マスタープラン
道路整備方針図（東金子）
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質　問　武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業
の清算金の積算の妥当性は。
市　長　清算金の金額等については説明会
や個別説明の中で、清算金が発生すること
や金額は事業完了時に確定すること、事業
期間中では金額を提示できないことを説明
してきた。比例清算方式を採用しており、
計算方法は土地評価基準に基づき従前地と
換地後の土地をそれぞれ評価し、その差を
評価指数で表し、清算金単価を乗じて算出。
清算金単価は換地処分直前での事業地内の
固定資産税評価額に基づき算出されている。
法定の手続きを経て決定しているため妥当
と考える。
質　問　化学物質PFASの入間市への影響は。
市　長　PFOS、PFOAが長期間環境中に残留

することによる健康への影響については、
各国各機関においてある程度の知見が集積
されつつあるが、現時点において発がん性
等の毒性に関する統一された評価値はない。
質　問　航空自衛隊入間基地での消火訓練
での泡消火薬剤の使用の有無は。
市　長　消防車両による水での消火を行っ
ており泡消火薬剤を使っていないことを、
令和４年７月に入間基地より報告を受けた。
令和３年度にはPFOS等を含まない泡消火薬
剤に交換したとの報告があった。

質　問　マイナンバーの誤登録が相次いで
いる問題で、別人の公金受取口座に誤った
入金が埼玉県所沢市で2023年６月に発生し
ていたことが、2023年７月19日までに明ら
かになった。埼玉県保険医協会は９月７日
マイナンバーカードと一体の「マイナ保険
証」の普及に向け令和６年度秋に予定の健
康保険証に関し、国に存続を求めることを
盛り込んだ埼玉県知事宛の要望書を県に提
出したと明らかにした。様々な問題を生じ
ているマイナ保険証実施は少なくとも問題
解決まで延期すべきで、国に要請する必要
があるのでは。
市　長　その考えはない。
質　問　「所沢市・入間市ゴミ共同処理施
設の協議に関する覚書」では、「所沢市及び

入間市による検討会を令和５年度に設置し、
その事務局を所沢市に設置する。別途、所
沢市、入間市ごみ共同処理施設整備検討会
の設置に関する規約を令和５年度に定める」
としている。実施時期のめどは。
環 境 経 済 部 長　今年度中に示す見込み。
質　問　夜間診療所については、コロナが
５類になったのに伴い、子どもなどの発熱
に対応して頂けるのか。
健 康 推 進 部 長　初期救急は大事なので対
応できるよう医師会と協議している。

入間川の土手から見た鍵山浄水場

入間市夜間診療所

小出　亘　議員

マイナンバー、共同ご
み収集所、夜間診療所

佐藤　匡　議員

区画整理問題・有機フッ
素化合物PFAS問題
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野口　哲次　議員

パーパス
入間市駅前側留保地利用

質　問　入間市は令和９年度の国保の準統
一化に向け国保税の値上げを検討中。令和
６年度３億円、令和８年度約２億円と段階
的な値上げ計画だが、国保税の収納率は下
がっている。国保世帯の生活状況はどうか。
健 康 推 進 部 長　長期未納世帯が一定数あ
り、厳しい生活状況と認識している。
質　問　改定案では低所得層に負担が重く
特に、多子世帯は負担増になる。子どもの
均等割は廃止し子育てを支援すべきでは。
健 康 推 進 部 長　令和９年度の準統一化に
向け、自治体独自の軽減策は難しい。
質　問　円安、物価高で暮らしは厳しい。
法定外繰入を行い国保税の値上げ計画は撤
回し、暮らしを支援するときでは。
健 康 推 進 部 長　令和９年度の準統一化に

質　問　パーパスは企業の存在意義として
使われるものである。個々の市民を同じ方
向に向かわせようとすることに押しつけと
感じる人がいるのでは。
市　長　パーパスは、構成員がいろいろな
社会課題を解決していく際の掛け声と捉え
てもらえたら良い。「未来の原風景」は人
それぞれで良い。押し付けるものでない。
質　問　心豊かでいられる「未来の原風景」
は、課題解決に役立つのか。
市　長　パーパスの粗探しをするのでなく、
入間市の課題を共有し100年後の未来に向
かっていく。そのことにより、全国が抱え
る課題を入間市が先駆けて解決していくこ
とができる。
質　問　今年５月にジョンソン基地跡地留

一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

保地利用計画素案へのパブコメが行われた。
ただ、当計画素案は利用の方向性を示すも
のである。今後、公共と民間の整備ゾーン、
商業施設等の導入を目指す機能、市が負担
する費用を提示した段階で、開発の是非を
含めて市民意見を聴取すべきでは。
市　長　今回の素案は、利用計画の基本理
念やコンセプトを定めるものである。今後
の検討において、市民の皆様にお示しでき
るものができた段階で、ご意見を聴取して
いきたい。

向け県は法定外繰入を無くす方針。
質　問　AERA dot.の記事や杉島理一郎政務
事務所サイトの住所と連絡先が市役所秘書
課であった点について、市民から市政の私
物化ではとの指摘があった。市長の見解は。
市　長　松下政経塾出身首長会の事務局を
職員が担った点は公務と捉えている。政務
事務所サイトについては、県議時代の内容
や政治的内容等は削除した。今後、誤解を
招くことのないよう気を付けたい。

【その他】市民会館について

安道　佳子　議員

国保税値上げは撤回を
市政の私物化では

閉館された市民会館

入間市のパーパス
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委員会

質　問　温暖化対策について。⑴農業の維
持発展の為の、農業者への支援は。⑵『自
然かんさつ会』での、環境保護の啓発は。
環 境 経 済 部 長　⑴有機農業等の環境配慮
型農業の実践、有機質堆肥の利用促進等に
対する補助等。⑵身近な自然を現地で観察
し、素晴らしさ大切さを体感していただく。
質　問　緑地保全について。⑴市による加
治丘陵の公有地化で、開発抑制の効果は。
⑵平地林を伐採した場合、緑被率の変化は。
都 市 整 備 部 長 　 ⑴ 公 有 地 化 面 積 は 約
128haで、取得率は全体の約３分の１。市の
保全姿勢を明確に示す。公有地の点在で、
広範囲の開発が難しくなる。⑵平成29年で、
緑被地は市の面積の52％。平地林伐採で、
草地や田畑にする場合を除き、緑被率は低下。

質　問　図書館について。⑴貸出統計から、
全体の読書傾向は分かるか。⑵子ども達へ
の、読書活動の推進は。⑶カウンターで多
い質問は。⑷システムの技術革新の効果は。
教 育 部 長　⑴絵本や小説、日常生活に必
要な図書が多く読まれる。⑵図書館と学校
が連携し、授業に対応した資料の充実、ガ
イド発行等。⑶「家系図作成の資料」に関
するものが多い。⑷電子書籍等で、幅広い
層の読書環境が可能に。また、非接触型の
ＩＣカード方式で、本を借りる事が出来る。

緑 被 地 等 分 布 図
緑は樹林地・黄は畑

カード読取り装置に
手で、かざすだけです

一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

宮岡　治郎　議員

温暖化対策と緑地保全
市立図書館の技術革新

一

般

質

問
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図 1-12 市全域の緑被地等分布図 

 

  

平成 29 年現況調査による 

入間市議会について

本会議

　議会は、年４回、おおむ
ね３月、６月、９月、12月
に定例会が開催されます。
そのほかに、必要に応じて
臨時会が開かれることがあ
ります。 
　本会議では議案や請願等
を審査し、議会の最終意思
を決定します。また、提出
された議案や請願の審査の
ほかに、市政全般にわたっ
て一般質問を行います。 
　本会議の記録はインター
ネットで検索できます。

　市議会で取り扱う問題は、数
が多く内容も幅広い分野にわた
っています。そのため議案や請
願などを部門に分けて、専門的
に十分な審査を行います。 
　委員会には、常任委員会、議
会運営委員会、特別委員会があ
ります。
　現在、入間市議会には、総務
常任委員会、都市経済常任委員
会、福祉教育常任委員会の３つ
の常任委員会、議会運営委員会
および２つの特別委員会が設置
されています。

諸会議
（本会議・委員会以外の各種会議）

　市議会には、本会議（定
例会・臨時会）、委員会（常
任 委 員 会、 議 会 運 営 委 員
会、特別委員会）のほかに、
さまざまな課題を議論する
ための各種会議が設けられ
ています。
  現在、入間市議会には、
全員協議会、各派代表者会
議、議会広報委員会、議会
図書室運営委員会、議会防
災検討委員会等が設置され
ています。

12いるま市議会だより
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福祉教育常任委員会
７月５日午前 千葉県我孫子市／７月５日午後 茨城県鹿嶋市／７月６日午前 茨城県大洗町

　昭和６１年度から令和５年度まで、連続３８年間保
育園の待機児童ゼロを継続している。その理由と
して、「我孫子市保育園等整備計画」に基づき、
計画的に保育園整備を進めるとともに、保育需要
が高い地域では、定員を超えて受け入れる定員の
弾力化を行いながら受け入れを行ってきたとのこ
とである。また、保護者と保育園の直接契約の手
法も取り入れた入園手続きも可能としており、保
護者が利用したい保育園等に入園できる仕組みづ
くりができている。

　産休・
育児休業
明け予約
制度もあ
り、出産
前から入
園を予約でき、保護者がスムーズに職場復帰する
ことを目的としている。産前と同じ職場に復帰す
ることが条件で、保護者が新しい生活の準備がで
き、園も受入れ態勢を整えることができる。

「保育園の待機児童ゼロ堅持について」我孫子市

　市民の生涯スポーツ振興にあたる指導者の資質
と指導力の向上を図り、豊かな指導技術と運営能
力を持つコーディネーターを養成するための専門
講座として実施されている。
　講座は、実技を含めた全１０回で、団体の企画運
営から障がい者スポーツ、高齢者スポーツ、けが
の予防とケア、食事と健康など、様々なテーマで
開催されている。
　また、障がい者スポーツの実技として、ブライ
ンドサッカーの日本代表選手である落合啓士氏が

講師とな
り、目隠
しでの体
操やウォ
ーキングフットボールなどの競技体験会と講演会
も実施されている。
　事業実施の効果として、指導者不足の解消やス
ポーツの楽しさやきっかけ作りの普及活動につな
がっており、青少年育成にも効果が表れていると
のことである。

「かしまスポーツカレッジについて」鹿嶋市

　専門教科だけでなく数学や英語など、教科ごと
に専門教室が設けられている方式で、クラスごと
の教室はなく、ホームベースというクラス単位の
拠点から教科ごとに移動して授業を受ける。
　生徒は、朝インフォメーションボードで１日の
予定を確認し、決められた授業時間に自主的に移
動する。始業、終業を知らせるチャイムがなく、
教室と廊下に仕切りもなく、窓を大きくとるなど
明るく開かれた学校イメージが創出され、昼食は

ランチルー
ムというス
ペースでと
っている。
　メリット
としては、専門教室を設けることで教科の深い専
門性や楽しさを理解できること、従来型のように
先生を教室で待つのではなく、生徒が考えて自主
的に行動することで主体性を育めること等がある。

「教科センター方式の中学校について」大洗町

13 いるま市議会だより
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都市経済常任委員会
７月20日午前 東京都大田区／７月20日午後・７月21日午前 愛知県豊橋市

　新空港線は、矢口渡駅から大鳥居駅までを結ぶ
予定である。沿線まちづくりも一緒に進めること
で地域活性化に繋げる。また、東急東横線や東京
メトロ副都心線などへ相互直通させることで、羽
田空港が渋谷・新宿・池袋の都市や和光・川越・
飯能等の埼玉県方面と繋がり、広域的な鉄道ネッ
トワークが生まれ、東京の国際競争力の強化が期
待できる。
　意見交換会では、入間市が素通りされてしまわ
ないよう、活性化を呼びかけ、人を取り込むこと

が必要。企業とのマッチングや、若い意見の取り
入れなど、入間市においても、同様の取り組みを
推進すべき。羽田空港直通となれば、人の流れに
期待でき、これをチャンスと捉え、色々と検討し
ていきたい。などの意見があった。

「新空港線について」大田区

　遠隔で検針値等の水量データを取得でき、指定
された時間間隔又は一定水量ごとにデータ送信で
き、水道事業が抱える、検針員不足対策・誤検
針、難検針対策・漏水の早期発見・業務の効率
化などの課題を解消するため導入に至った。企業
の協働、国のIoTを活用した事業の補助金を申請
し、採択をうけて導入する運びとなった。
　IoT活用推進モデル事業として行われており、
現在のスマートメーター費用や通信システム費
用、電波状況が弱い等の課題があり、事業介入や

補助金が必要。広大な土地もなく、現段階では、
入間市での導入は厳しいと感じる。ただ、コスト
面の課題が改善されれば、労働者不足の改善のた
めに導入を検討すべきと思われる。

「IoT活用推進モデル事業（水道スマートメーター事業）について」豊橋市

　バイオマス資源利活用施設整備・運営事業では、
未利用のバイオマス資源エネルギー利用を行うた
め、PFI手法により中島処理場にバイオガス化施
設を整備した。下水汚泥、し尿・浄化槽汚泥及び
生ごみを処理場に集約し、メタン発酵により再生
可能エネルギーであるバイオガスを取り出す。バ
イオガスは、ガス発電のエネルギーとして利活用
する。また、発酵後に残った汚泥は、石炭代替の
炭化燃料に加工してエネルギーとして利用する。

ガス発電設備によって発電した電気は、すべての
公共施設で消費されている。汚泥よりも生ごみの
方がバイオガスを発生しており、入間市の生ごみ
収集量で設
備投資も含
め、採算が
合うか検討
が必要と思
われる。

「豊橋市バイオマス資源利活用施設整備・運営事業について」豊橋市
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総務常任委員会
８月２日午前 栃木県小山市／８月3日午前・午後 宮城県石巻市／８月４日午前 宮城県仙台市

　令和3年5月6日に新たに開庁した小山市役所の、新庁
舎整備事業について説明を受けた。
　新庁舎はコンセプトを『夢・未来あふれる“新しい時
代の行政創り”の中枢拠点』とし、市民の安全・安心を
守る庁舎、便利で効率的な機能性を発揮できる庁舎など、
６つのテーマに沿って建設されたとのことだった。事業
手法はDB（設計・施工一括発注方式）手法を採用し、着工
より１年７か月で竣工し、工期の短縮を図ったとのこと。

　また、近年激甚化する
風水害等、災害への即応
的な対応を可能にする、
常設とした災害対策室
と、安全な庁舎とするた
めの免震構造が特徴。視察後の意見交換会では、自然エ
ネルギーを活用する天窓や吹き抜けなど時代のニーズに
合った施設とすることが重要である等の意見があった。

「新庁舎整備事業について」小山市

　入間市に先立って、令和２年にSDGs未来都市に選定され
た石巻市の先進的な取組みについて、グリーンスローモビ
リティの活用を中心に説明を受けた。
　東日本大震災後に、住宅移転先として新たに整備され
た新蛇田地区において、市民の交通手段として、ハイブ
リッド車のバッテリーを再利用して製造された小型の電
気自動車がグリーンスローモビリティとして活用されて

いる。運転手はボランティアで、他の住民と乗合で利用
するため、コミュニケーションの場としても役立ってお
り、地域が抱える課題の解決とともに、SDGsに資する取
り組みとなっていた。
　意見交換会では「産官学が連携し、協力しながら事業
を推進している」、「先進的で新しい地域交通手段の形で
ある」などの意見があった。

「SDGs未来都市としての取組みについて」石巻市

　SDGsの視察を終え、午後からは東日本大震災からの復
興に関して、防災・危機管理の観点から視察を行った。
　石巻市では、避難者が最大50,758人に達し、避難所は
最大259か所に設置された。仮設住宅は、応急仮設住宅・
民間賃貸住宅合わせてピーク時には13,001戸が設置さ
れ、これらの活用が完了したのが2020年度であり、震災
後およそ10年をかけて物質的な面での復興が一段落つい
たとの説明があった。しかし、精神面での復興に終わり

はなく、
震災から
得た教訓
を受け継ぎながら、安心・安全な街づくりを進める必要
があるとのことだった。その後、震災遺構の門

かどのわき
脇小学校、

みやぎ東日本大震災津波伝承館などを視察し、防災・危
機管理の重要性を再確認した。意見交換会では、自治体
間連携の重要性に関する意見などがあった。

「東日本大震災からの復興について」石巻市

　仙台市においては、官民連携によって様々な課題解決
に取り組むクロス・センダイ・ラボについて視察を行った。
　ここでは主に民間企業等から提案を受け付けるパート
ナーシップ推進事業と、市内での先進的な実証実験の実
現への支援を行う実証フィールド支援事業について説明
を受けた。実例を通して市が民間事業者と連携を進める
うえで生じた課題や、得られた教訓を学んだ。

　実際にこの事業によって、これまでに38件が実現に結
びついており、市内に限らず、全国的な規模で影響を与
えることができる事業も含まれていた。
　意見交換会では、民間からの提案を一元的に受けられ
るシステムが構築されている点を評価する声や、一元化
によって行政としても民間の知識、情報を吸収しやすく
なるメリットを感じる、との意見があった。

「クロス・センダイ・ラボについて」仙台市

15 いるま市議会だより
令和５年９月定例会号



問い合わせ　〒 358-8511  埼玉県入間市豊岡一丁目 16番 1号　（04）2964-1111 （議会事務局 内線 5112・5113・5114）

○１１月２２日（水）開会
○１１月３０日（木）総括質疑
○１２月　１日（金）総務常任委員会
○１２月　４日（月）都市経済常任委員会
○１２月　５日（火）福祉教育常任委員会
○１２月　７日（木）一般質問
○１２月　８日（金）一般質問
○１２月１１日（月）一般質問
○１２月１５日（金）閉会

12月定例会日程案

※日程については、変更する場合もありますので、
　議会事務局へお問い合わせください。

いるま市議会だより
No.204

http://www.city.iruma.saitama.jp/gyosei_joho/83/index.html

入間市議会

表紙／	彩の森入間公園

編集／議会広報委員会
◎宮岡　治郎　
○双木小百合
　佐藤　匡　 池畠　司
　吉田賢一　 大野　勉
　金澤秀信　 長谷川渉
　内村忠久

発行／入間市議会

議会人事

令和４年度決算認定および関連議案につい
ては、閉会中の継続審査として、決算特別
委員会に付託されました。

決算特別委員会  委員の交代（新しく選出された委員）

委員長 長谷川　渉　 副委員長 内村　忠久

基地対策特別委員会 
委　員 佐藤　匡

福祉教育常任委員会 
副委員長 双木小百合

議会広報委員会・議会図書室運営委員会 
委　員 内村　忠久

委　員 安道　佳子　 佐藤　匡　 　末次  正
	 向口　文恵　 吉田　賢一　 双木小百合
	 鈴木　洋明

西武第一配水池　建替工事

●工事場所：入
間市大字小谷田
地内（八津池団
地北側）●工
期：令和３年10
月５日から令和
５年３月24日●
工事費：４億

9,123万１千円●工事概要：昭和50年に建設された
配水池を、耐震性能を有する配水池に建て替えする
もの。計2,000㎥の２池の鉄筋コンクリ―ト造配水
池から、ダウンサイジングにより、1,325㎥の１池
のステンレスパネル製の配水池とするもの。

●工事場所：入間市扇町屋１丁目９番34号●工期：①令
和４年11月24日から令和５年２月28日②令和４年12月28
日から令和５年３月15日●工事費：①968万円②718万８ 
千円●工事概要：①公民館旧管理人室を地域包括支援セ

ンターに改修するもの。②公民
館の談話室の一部を事務室に改
修するもの。
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①豊岡西地域包括支援センター複合化工事
②地区センター受付窓口整備工事
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